
＜新規就農者の確保又は認定農業者の育成を実施している事例＞

○中山間地域で農業を継続するために

１．集落協定の概要

市町村･協定名 宮城県大 崎市岩出山 磯田
おおさきしいわでやま いそだ

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
6.5 ha 水稲、牧草 - - -

交 付 金 額 個人配分 49％
138万円 共同取組活動 担当者活動経費 14％

（51％） 水路・農道の維持管理費 33％
集落マスタープラン実現に向けた活動経費 4％

協定参加者 農業者 7人

２．取組に至る経緯

磯田集落は、大崎市岩出山地区の中心から東側に位置し、山間丘陵地の自然豊かな集

落である。農地は、かつての食糧増産時代に開田された田がほとんどであり、生産活動

は、各農家の家族毎に継続されていた。しかし、従事者の高齢化が進んでおり耕作に不

利な農地を抱える小規模集落で農業を継ぐ後継者を育成できるか、また、絶対的な労働

力不足が顕著な中で農業を継続できるかが大きな課題になっていた。

このような中で、集落外農家を含め何度となく話し合い、当制度に取り組み農業の継

続をすることとした。

３．取組の内容

当集落は小規模であるため労働力が限られていることや高齢化が進んでいることなど

から、他の集落の方々との連携を図りながら後継者を育成し、農業生産活動等を継続す

るため、以下のとおり実施することとした。

①現在の後継者を名実とも集落の担い手として位置づけるため、認定農業者として育

成する。

②次の世代の後継者を育成するため、集落内の若者を積極的に集落行事や協同活動に

参加させるとともに、新規就農者として位置づけ育成する。

③生産活動の方向性として消費者から求める減農薬・減化学肥料節減栽培の推進を図

る。

④農地を有効に活用し併せて減農薬・

減化学肥料栽培の推進を図るため、

集落外の畜産農家と連携し、畜産農

家に農地を貸し出し飼料作物と稲ワ

ラを提供して堆肥と交換する等他の

集落との連携を図る。

飼料作物の収穫作業状況



［集落の将来像]
○ 他集落との有機的な連携による農業生産活動の継続。

［将来像を実現するための活動目標]
○ 農業生産活動と農地の多面的機能の維持を図るため担い手(定農業者、新規就農者)の育成と確保を図
る。

○ 農地を有効に活用し作物の生産活動を効果的に継続するための集落の畜産農家等との有機的な連携を
図る。

［活 動 目 標]
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 田6.5ha 周辺林地の下草刈り 高付加価値型農業の展開（ ）
（約0.4ha、年2回） （米の減農薬、減化学肥料栽培

個別対応 を0.4ha（６％）実施、目標0.4
個別対応 ha）

水路・作業道の管理 共同取組活動
・水路1km、年2回

清掃、草刈り
・道路1.8km、年2回 草刈り 新規就農者の確保

(実施1人、目標1人)
共同取組活動

共同取組活動

農地法面の定期的な点検
（年２回及び随時）

共同取組活動

集落外との連携
○ 農地を有効に活用し、併せて魅力有る農業を展開するため集落外畜産農家と積極的
に連携を図る。

４．取組による変化と今後の課題等

将来の集落の姿を話し合い、取り組み目標を掲げ、毎年度、経過と確認を行ないなが

ら推進してきた。しかし、実施期間半ばで後継者が亡くなる不幸に見舞われ、一時は集

落の崩壊も考えられたが、協定活動の取り組みの成果もあり、子息が新たに後継者とし

て就農した。今後は、後継者のためにも魅力ある農業の実現のため努力して行きたい。

［平成21年度までの主な成果］
○ 高付加価値農業の実践（当初0a、目標40a、H21実績40a）
○ 新規就農者の確保(当初０人、目標１人、H21実績１人)
○ 非農家、多集落との連携(当初無し、目標 畜産農家等との連携、H21実績 H18より5戸の畜産農家と連
携)


